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9月6日から8日まで,初めての巡検へ出かけました｡テーマは｢東関東と西関東の比戟｣一束

関東の後進性-ということT,か夜9詳 しく事前研究を行ったつもDでしたが,それでも今考えて

みると, もっと時間をかけて勉強すべきであったと反省 してVlます｡

東関東は首都圏から比較的近いVCもかかわらず,昔から純農村地域T,西朗東と比べると開発が

かなり遅れた地域です｡その後進性を示すものとして,地域開発と後進性を利用した観測･研究所が挙げられ,

地域開発として筑波研究学園都市,鹿島臨海=業地帯,観執政として館野高層気象台,柿間地政気研究所,平磯

電波研究所などを見学しましたO見学先での観察,聞き取9,また車窓観察,車内での発表 と,残暑の中で

巡検のさびしさを痛感 しましたOそ してそのさび しさの中でさらvC感 じたことは,頭の中で考えて

いるのと実際vc見るのとでは大 きく違 うとVlうことでしたoたとえどんをVC事前研究を行っても,

地理学では,実際に自分の足で歩き, 自分の目で確かめをければ机上の空論にす ぎませんOたとえ

ば,筑波研究学園都市の面積は事前研究で広大をことがわかっていたのですが,実際vc見学 してみ

ると日本でまだこれだけの広い土地が確保 できたのかと思う程広大で,呆然としてしまいましたL,

建設がいかVE遅れているか, さらveそれVC伴 う問題点をどがはっき9してさでしたO他の見学先で

も同様 で,実際vC見てみると, どのよう在所を考えるべきなのかはっき9してくるのでしたO

さてもうーっ, この巡検を通 じて感 じたことは,巡検VC出かける晩 しっかDとテーマを掩まえ

なければ夜ら覆いということです｡当然すぎること夜のですが,それがはっき9していをhと,巡

検が単なる知識の集積に終わってしまう危険があるからです｡さらvC,巡検で得た知識をテーマVC

そって整理 し,その中で地理学的な見方を身につけていか夜ければ夜ら覆いと感 じでした.

初めての巡横 で何 もかも中途半端に終わったようで残念vC思っていますO次の巡検で喧 もっと

余裕をもってじっく9観察 してきたいと思っていますO (1年 金指みど9)
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